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 本論文は中国の格差問題の主要な内容をなす都市と農村の格差問題を戸

籍制度に焦点を当てて分析したものである。戸籍制度が生み出された要因

や格差問題についてはすでに指摘されている事柄であるが、本論文は農民

工と都市労働者との格差の状況を丁寧に明らかにし、さらに、複数の都市

で実施されている戸籍制度の改革について分析しており、全体として説得

的に議論が展開され、結論も明快である。とくに、第一に、中国国家統計

局の統計や中国で実施された種々の調査など利用しながら、農民工の差別

されている実態が丁寧に描かれていること、第二に、深セン市や重慶市、

鄭州市の試行的改革を検討し、いずれの改革案も格差解消という視点から

するとその内容が極めて不十分であり、抜本的改革のためには土地制度改

革や地方財政改革を進めなければならないことが明らかにされている点は

興味深い。 

 以上から、本論文は修士論文の水準を十分に満たしていると評価する。 

平成 26 年 2 月 14 日に、北九州市立大学北方キャンパス本館 911 号室に

おいて、審査委員全員出席のもとで最終試験を実施して学力を確認し、論

文の説明を受け、質疑応答ののちに、全員一致で当該論文が修士(経済学)

として十分な内容であると判定した。 
 

 

 


